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研究成果の概要（和文）：　モンゴル国内で初めてとなる製鉄遺跡の発見に成功し、ホスティン・ボラグ遺跡の発掘調
査を実施した。遺跡から出土した土器や木炭の放射性炭素年代（紀元前２世紀～紀元後1世紀）からこの遺跡は匈奴の
ものである。スラグの分析結果などからこの製鉄技術は同時代の中国とは大きく異なっており、南シベリアなどと類似
していることから、草原を西から伝わってきた製鉄技術である。これまで匈奴は製鉄技術を持たないとされてきたが、
おそくとも紀元前１世紀のモンゴル草原では、匈奴が遊牧国家として独自の製鉄技術を保有し、システマティックに鉄
器を生産していたことが明らかになった。
　

研究成果の概要（英文）：The first archeological evidence in Mongolia of an iron-smelting site has been 
discovered at Khustyn Bulag. This site belongs to the Xiongnu age. Our excavation contained many 
interesting structures (smelting furnaces, roasters, and slag disposal pits). We could categorize the 
furnaces into three types, but all of them had slag pits. These characteristics of iron smelting are 
related not to China. We also performed metallurgical and mineralogical analyses, clarified the processes 
of direct steel-making, roasting of iron ore. We consider our research results sufficient to undertake a 
comparative study on Eurasia scale. This technology was introduced into ancient Mongolia from the West 
through the Steppe-Taiga area and was adjusted and locally developed, even though iron production was in 
conflict with the traditional nomadic life-style. We will continue our research, to clarify the 
interesting process that led nomadic society to produce political system and establish a nomadic state.
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１．研究開始当初の背景 
有史以来、鉄は人類の発展において重要な
役割を果たしてきた。鉄が持つ硬さ・強さ・
切れ味は貴重なものであり、利器の素材は石
から銅へ、そして銅から鉄へ移行していく。
それに伴い生産力・軍事力・国力の増大と、
時代の様々な画期において、鉄の生産・流
通・獲得をその主な原因とする議論が多い。
しかしながら、紀元前三千年紀後半のアナト
リアに端を発する鉄（特に鉄生産）が「どの
ようなルートで伝播し、そしてそれぞれの土
地に適応する形でどのように根付き、発展し
ていったのか」については、意外なほど分か
っていない。日本に関して言えば、西アジア
→中央アジア→東アジアへと、そして朝鮮半
島を経由して日本へと製鉄が伝わったこと
は間違いないものの、いくつかの「ミッシン
グリンク」が存在している。 
東アジアでは中国・韓国・日本の製鉄の研
究が進んでおり、その類似性よりもヒアタス
の大きさが指摘されている（松井和幸編 2010
『シンポジウム東アジアの古代鉄文化』雄山
閣など）。これは主に中国中原地域の研究成
果を中心として議論が展開されたからであ
る。青銅の伝播経路（Linduff,K.M.，2004
“Metallurgy in Ancient Eastern Eurasia 
from the Urals to the Yellow River”,The 
Edwin Mellen Press ほか）を参考にすれば、
草原の道“ステップルート”を通じた伝播を
視野に入れるべき段階に来ている。その中で
も本研究のフィールドであるモンゴル国は、
多 く の 研 究 者 た ち （ と く に
Archaeometallurgy の研究者たち）の注目を
集めながらも、調査事例の無い“未解明”の
エリアであった。 
モンゴル遊牧民の動静は世界史を動かし
た原動力の一つと言っても過言では無く、そ
の背景に鉄の存在を想定することができる。
しかし、鉄生産が草原地帯の遊牧を主たる生
業とする人々に具体的にどのような変革を
もたらしたのかについても、よく分かってい
ない。これまでの研究成果からいくつかのモ
デルを提示できるが、これをそのまま遊牧社
会に適用することができるかは、一次資料に
基づく検証が求められていると言える。鉄生
産、特に鉱山の開発や製鉄作業などは極めて
定住性が高く、本来の遊牧生活とは相反する
性格のものであり、専門的な技術者集団をい
かにして遊牧社会に取りこんでいったのか
を考えると、そこには見事に適応したハイブ
リッドな社会システムが存在していたと推
定される。 
しかしながら、新潟大学白石典之教授によ
るモンゴル帝国勃興史の研究（白石典之 2002
『モンゴル帝国史の考古学的研究』同成社）
を除けば、これまで遊牧国家と鉄の関わりに
ついて実証的な研究が行われたことは少な

い。関連する文字資料が少なく、鉄生産に関
連する遺跡の調査が僅少であったことに起
因している。 
換言すれば、議論を深め、再構築するため
に必要な基礎的な一次資料が圧倒的に不足
している状態であった。その結果、少ない資
料を基にした「危うい」研究が進められてき
たと言える。 
  
２．研究の目的 
西アジアに端を発する鉄の東方への伝播
の実態は不明である。これは西アジア世界と
東アジア世界を繋ぐ中央アジアの研究蓄積
が僅少であることに主な原因がある。モンゴ
ル国も同様で、洋の東西を問わず多くの研究
者の注目を集めながらも未解明の領域であ
った。本研究では平成２２年に発見した製鉄
遺跡の発掘調査の成果と資料の金属学的分
析成果を基軸として、モンゴル遊牧民に製鉄
がいかに伝播し、それに伴い遊牧社会が鉄な
らびにその生産システムをどのように取り
入れ、遊牧社会に適応するハイブリッドな社
会システムを構築したのかを明らかにする。 

 
３．研究の方法 
本研究ではモンゴルで初めて発見された
製鉄遺跡の日本・モンゴル共同発掘調査を研
究の根幹に据え、出土資料の自然科学分析を
併行して実施することで、遺跡の総合的な解
釈を行う。また、モンゴル人研究者の全面的
な協力のもとで情報収集を行い、他の生産遺
跡の踏査（新しい遺跡の発見）やペルレー博
士調査資料の再調査を行うことで必要な一
次資料を追加・補完する。 
基礎資料の研究成果をベースにモンゴル
国内ならびに周辺地域（ロシア・中国ほか）
の研究成果との比較検討を行う。そして、広
域的な視点からモンゴルにおける製鉄の伝
播の特徴やその地域的・社会的適応について、
具体的にかつ実証的に解明する。 
生産技術の解明にあたっては、自然科学的
分析が不可欠である。そこで重要と判断した
資料はモンゴルの関係諸機関の許可を得た
上で、日本へ持ち帰り、豊富な経験を有する
九州テクノリサーチの大澤正己氏（金属組織
観察）や九州大学の中西哲也准教授（鉱山鉱
床学・産地同定）に自然科学的分析を依頼し
た。 
現地調査にあたっては、モンゴル科学アカ
デミー考古学研究所のCh.アマルトゥブシン
らを海外共同研究者として、共同して調査に
当たるとともに、情報提供並びに意見交換を
おこなった。 
 
４．研究成果 
 モンゴル国トゥブ県ムングンモリト郡ホ
スティン・ボラグ遺跡の発掘調査を実施した。



これまでの発掘調査で製鉄炉 5 基、焙焼炉 2
基、スラグや炉壁の廃棄土坑などを検出した。 
これまでに検出された製鉄炉はいずれも
炉の下部にスラグピットを持つ製鉄炉であ
り、南シベリアや黒海周辺の製鉄炉と類似し
ている。そして当時既に銑鉄を大量生産して
いた中国・中原地域（漢）とは大きく異なる
製鉄技術であった。層位的な所見や木炭の放
射性炭素年代測定結果から、遺跡は少なくと
も二つの時期（紀元後 1世紀と紀元前 1世紀
前後）に分けられ、そして製鉄炉の構造的な
特徴から製鉄炉は3つのタイプに分類された。
タイプの違いは時期差に因る可能性も考え
られるが、むしろ複数の技術系譜が一つの遺
跡の中で同時期に存在していた可能性が推
測される。 
まとめると、ホスティン・ボラグ遺跡は匈
奴（～紀元後 1世紀）の製鉄遺跡であり、モ
ンゴルで初めての製鉄遺跡でもある。これま
での調査で鉄鉱石を原料に、木炭を燃料にし
て直接製鉄法を用いて、鉄を生産していたこ
とが明らかとなった。 
近年のホスティン・ボラグ遺跡やウブルハ
ンガイ県（Uvurkhangai aimag）ハラホリン
郡（Kharkhorin sum）バガ・ナリーン・アム
（Baga Nariin Am）遺跡の発掘調査成果から、
匈奴が独自に鉄生産を行っていたことが明
らかとなった。その一方で匈奴の鍛冶活動
（鉄器生産）を示す資料は極めて少ない。し
かし近年いくつかの興味深い報告がなされ
ている。報告書の写真を見る限りでは、アル
ハンガイ県（Arkhangai aimag）ウンドル・
オラーン郡（Undur Ulaan sum）ハヌイ・ゴ
ル（Khanuy Gol）遺跡やセレンゲ県（Selenge 
aimag）マンダル郡（Mandal Sum）ボロー（Boloo）
遺跡から鍛冶滓が出土しているようである。
このような資料を丹念に集めて、調査を行っ
ていくことで鍛冶炉などの鉄器製作址の発
見につながっていくことが期待される。 
今から二千年前にすでにモンゴルの遊牧
民は独自の製鉄技術を保持していた。そして
近隣の鉱山から原料である鉄鉱石を採取し、
周辺の森林から燃料である薪や木炭を入手
していた。基本的にはモンゴル草原内で一連
の鉄生産活動を完結させていたと考えられ
る。 
そして草原の中の遺跡がかつて森林の生
い茂る環境にあったことが想定された。つま
り草原と森林の境、いわゆる“森林限界”に
営まれた遊牧民の一大製鉄拠点であった。 
このような研究成果により、遊牧のみに立
脚しないハイブリッドな遊牧国家像を新た
に提示することに成功しつつあるといえよ
う。 
 
（５）今後の展望 
匈奴の時代あるいはチンギス・カンの時代、

モンゴル草原では金属生産をバランス良く
コントロールし、強大化していったことが明
らかとなってきた。現在、銅やレアメタルな
どの鉱工業を主産業と定めるモンゴルは伝
統的な遊牧生活の崩壊や環境破壊に直面し
ている。過去の人々の歴史や知恵を明らかに
していくことで、考古学の立場からこのよう
な問題に対して、何かしらの提言ができるよ
うに努力していきたい。 
また、これまでは草原の製鉄を探求してき
たが、燃料（木炭）を供給する森林資源を重
要視した場合、モンゴルよりも北方の森林地
帯（タイガ）の製鉄との関係に注目する必要
が生じている。国境を越えると、ロシア連邦
ブリヤート共和国には“溶鉱炉”が発見され
たイヴォルガ遺跡が、ロシア連邦シベリア州
ではイルクーツク工科大学のハリンスキー
教授によってバイカル湖西岸の製鉄遺跡群
が発掘調査されている。しかし、これらの遺
跡の詳細は不明であり、また情報の共有がな
されていないため、技術系譜や生産体制など
の様々な研究課題が累積している。今後は、
国境の枠を越えての共同研究を展開してい
きたい 
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